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●
開
発
途
上
国
の
農
村
工
業

　
開
発
途
上
国
の
農
村
を
訪
れ
て
、
こ
の
村
に
は
農
業

の
他
に
ど
の
よ
う
な
産
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
興
味

を
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
は
ず
。
そ
ん
な
折
、

事
業
所
デ
ー
タ
を
使
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
産
業
集
積
に

つ
い
て
調
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
で

は
通
常
都
市
部
に
あ
る
製
造
業
の
集
積
に
関
心
が
集
ま

る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ
う
な
途
上
国
の
場
合
、
農
村

工
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
高
い
。
今
回
の
フ
ォ
ト
・
エ
ッ

セ
イ
で
は
、
筆
者
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
撮
影
し
た
写
真
を

も
と
に
農
村
工
業
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
、
産
業
立

地
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

●
コ
メ
関
連
産
業
の
立
地

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
コ
メ
と
関
係
が
深
い
産
業
の
事
業

所
数
が
多
い
。
事
業
所
デ
ー
タ
（
二
〇
一
一
年
）
に
よ

る
と
、精
米
業
の
事
業
所
が
最
も
多
く（
一
万
九
四
七
六

社
）、
コ
メ
を
原
料
に
し
た
焼
酎
な
ど
を
製
造
す
る
蒸

留
業
も
五
位
（
四
六
〇
九
社
）
に
付
け
て
い
る
。
な
お
、

前
述
の
研
究
で
は
産
業
集
積
を
特
定
化
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
産
業
集
積
の
空
間
的
分
布
に
つ
い
て
も
検
証
し

て
い
る
。
テ
ク
ニ
カ
ル
な
詳
細
は
省
く
が
、
精
米
業
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
立
地
が
最
も
広
く
分
散
し
て
い
る
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
同
様
の
傾
向
は
タ
イ
、
ラ
オ
ス
で

も
み
ら
れ
る
）。

　
精
米
業
が
地
理
的
に
分
散
し
て
い
る
理
由
を
説
明
す

る
の
は
難
し
く
な
い
。
写
真
①
、
②
を
み
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
機
械
は
移
動
式
の
精
米
機
で

あ
る
。
各
農
家
を
訪
ね
て
、
自
家
消
費
に
回
る
コ
メ
の

み
を
精
米
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
食
で
あ
る
コ

メ
は
自
家
消
費
さ
れ
る
割
合
が
高
く
、
し
か
も
コ
メ
を

生
産
す
る
地
域
は
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

　　

① 田んぼの中を移動する精米機（プレアシアヌーク州、2015 年 3 月筆者撮影）
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コ
メ
を
原
材
料
と
す
る
伝
統
的
な
食
品
加
工
業
も
農

村
で
よ
く
み
か
け
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
蒸
留
業

（
写
真
③
）
の
他
に
、
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
（
写
真
④
）

や
製
麺
業
（
写
真
⑤
）
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
な
か

で
も
製
麺
業
は
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
立
地

が
最
も
広
く
分
散
し
て
い
る
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、筆
者
が
写
真
⑤
の
製
麺
業
者
（
タ
ケ
オ
州
）

か
ら
聴
取
し
た
同
業
の
立
地
要
因
に
つ
い
て
説
明
し
よ

う
。

　
最
初
に
原
料
で
あ
る
コ
メ
は
タ
ケ
オ
州
、
コ
ン
ポ
ッ

ト
州
な
ど
製
麺
工
場
の
近
く
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
。

麺
は
コ
メ
を
水
に
漬
け
た
後
、
粉
状
に
す
る
、
茹
で
る
、

な
ど
い
く
つ
か
の
工
程
を
経
て
で
き
あ
が
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
麺
の
需
要
サ
イ
ド
で
あ
る
。
麺
は
水
分
を
多

く
含
ん
だ
生
麺
で
あ
る
た
め
、
一
日
か
ら
一・
五
日
し

か
保
存
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
持
ち
し
な
い
麺
の

市
場
圏
は
狭
く
、
近
隣
の
人
た
ち
を
中
心
に
消
費
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
全
国
各
地
に
広
が
る
小

規
模
な
精
米
業
や
伝
統
的
な
食
品
加
工
業
は
、
地
産
地

消
型
の
産
業
と
し
て
在ざ
い
ぞ
ん存
、
あ
る
い
は
発
達
し
て
き
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
煉
瓦
工
場
の
立
地

　
続
い
て
都
市
郊
外
で
よ
く
み
か
け
る
煉
瓦
工
場
（
写

真
⑥
）
の
立
地
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
建
設
投
資
が
盛
ん
で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

煉
瓦
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
光
景
を
み
る
。
ま
た
煉
瓦

は
住
宅
だ
け
で
は
な
く
、
高
層
ビ
ル
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
お
り
、
煉
瓦
の
市
場
は
人
口
の
多
い
都
市
圏
を
中
心

に
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
原
材
料
の
調

達
は
工
場
の
立
地
を
決
め
る
主
要
な
要
因
に
な
っ
て
い

② 農家の軒先で作業する精米機
（プレアシアヌーク州、2015 年 3 月筆者撮影）

④ 食材を包むライスペーパーを作る女性
（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）

③ 米焼酎の蒸留装置（カンダール州、2016 年 2 月筆者撮影）
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る
。
筆
者
は
国
道
五
号
線
お
よ
び
六
号

線
沿
線
の
煉
瓦
工
場
を
視
察
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て
原
料
の
粘
土
が
取

れ
る
地
域
に
立
地
し
て
お
り
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
近
郊
で
は
メ
コ
ン
河
お
よ
び
ト

ン
レ
サ
ッ
プ
河
の
近
く
に
集
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
市
場
ア
ク
セ
ス
も
重
要
で

あ
る
た
め
、
多
く
の
煉
瓦
工
場
は
国
道

の
沿
線
上
に
あ
る
。

　
確
か
に
、
煉
瓦
工
場
は
上
述
の
食
品

加
工
業
と
比
較
す
る
と
規
模
も
大
き

く
、
市
場
圏
も
広
い
。
し
か
し
デ
ー
タ

を
み
る
と
、
事
業
所
数
（
粘
土
製
建
材

と
分
類
さ
れ
て
い
る
）
は
八
九
五
社
と

一
二
番
目
に
多
く
、
立
地
も
比
較
的
広

い
エ
リ
ア
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
伝
統
的
煉
瓦
工
場
の
低
い
技
術
水
準
や
生
産
規
模
、

製
品
差
別
化
の
程
度
、
製
品
単
価
（
煉
瓦
一
個
一
二
〇

リ
エ
ル
、
約
三・
三
円
）
な
ど
を
考
え
れ
ば
納
得
が
行

く
か
も
し
れ
な
い
。

●
市
場
統
合
と
農
村
工
業
の
行
方

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
農
村
工
業
の
多
く
は
、
生

産
規
模
も
小
さ
く
、
市
場
圏
も
限
定
的
で
あ
っ
た
。
他

方
、
今
後
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
と
も
に
輸
送
・

流
通
網
が
発
達
し
て
、
農
村
地
域
と
他
地
域
と
の
間
で

物
流
が
盛
ん
に
な
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
予
想

さ
れ
る
の
は
、
他
地
域
、
特
に
近
代
的
な
製
造
業
を
抱

え
る
都
市
と
の
間
で
分
業
が
進
み
、
都
市
は
工
業
製
品

に
特
化
し
、
反
対
に
農
村
で
は
農
業
や
農
産
物
加
工
業

へ
の
特
化
が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
農
村
で
は

近
代
的
工
場
で
製
造
さ
れ
た
食
料
品
や
日
用
品
の
消
費

が
増
加
し
、
伝
統
的
な
農
村
工
業
製
品
の
一
部
を
代
替

し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
無
論
、
す
べ
て
の
農
村
工
業
が
消

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
反
対
に
自
地
域
の
優
位
性
を
活

か
し
、
外
国
を
含
め
た
他
地
域
と
の
交
易
を
深
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
市
場
圏
を
拡
大
す
る
産
業
が
現
れ
よ
う
。

最
後
に
、
筆
者
が
写
真
に
収
め
た
な
か
で
そ
の
よ
う
な

事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　
写
真
⑦
は
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
近
く
の
魚
工
場
（
シ

ア
ム
リ
ア
ッ
プ
州
）
で
あ
る
。
同
工
場
で
は
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
湖
で
捕
れ
た
魚
の
内
臓
を
処
理
し
て
干
物
を
作
っ

て
い
る
。
内
陸
部
に
お
け
る
水
産
加
工
業
の
立
地
は
川

や
湖
の
周
辺
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
水
産
資
源
の
豊
富

な
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
は
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
捕

れ
た
魚
の
一
部
を
タ
イ
に
ま
で
輸
出
し
て
い
る
。

⑤ コメで作った麺。工場の入り口に売店があり、近所の住民が買っていく
（タケオ州、2016 年 2 月筆者撮影）

⑦ トンレサップ湖で捕れた魚の干物（シアムリアップ州、2016 年 3 月筆者撮影）

⑥ トンレサップ河近くの煉瓦工場。煉瓦を焼く炉の前で工員がポーズ
（カンダール州、2016 年 3 月筆者撮影）

⑧ 大規模な精米施設とそれを見守る作業員
（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
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写
真
⑧
は
、
有
名
な
コ
メ
の
産
地
、
バ
ッ
タ
ン
バ
ン

州
に
あ
り
、
設
備
投
資
額
が
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え

る
大
規
模
精
米
工
場
の
内
部
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
、
籾
米
の
多
く
が
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
に
非
公
式
に
輸

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
危
機
感
を
感
じ
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府
は
、
国
内
の
精
米
能
力
を
高
め
て
輸
出
を
増
や

そ
う
と
し
て
い
る
。
写
真
の
工
場
は
年
間

一
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
の
精
米
を
Ｅ
Ｕ
や
中
国
に
輸
出
し

て
い
る
（
写
真
⑨
は
Ｅ
Ｕ
に
輸
出
さ
れ
る
コ
メ
袋
）。

　
写
真
⑩
は
、
仏
像
の
製
造
に
特
化
し
た
村
で
み
た
職

人
の
姿
で
あ
る（
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
州
）。
村
人
に
よ
る
と
、

一
〇
年
ほ
ど
前
に
一
人
の
職
人
が
始
め
た
仏
像
づ
く
り

が
き
っ
か
け
で
急
速
に
発
展
し
、
そ
の
後
外
部
か
ら
も

職
人
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、

す
べ
て
の
工
房
が
国
道
六
号
線
の
す
ぐ
脇
に
あ
り
、
全

国
お
よ
び
近
隣
国
の
仏
像
需
要
に
対

し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
急
速
な
近
代
化

が
進
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
農
村
工
業

に
お
い
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化

が
み
ら
れ
る
。 

も
し
か
す
る
と
、
こ

の
エ
ッ
セ
イ
で
紹
介
し
た
産
業
や
商

品
の
一
部
も
姿
を
消
す
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
同
時
に
、
よ
り
効
率
的

な
産
業
や
魅
力
的
な
商
品
が
登
場
す

る
。
よ
く
も
悪
く
も
こ
れ
が
産
業
発

展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。

　くろいわ　いくお／ JETRO バンコク事務所　バンコク研究センター

　現在、バンコク研究センター（BRC）に勤務して産業集積、自動車の
　バリューチェーンなどを研究中。

⑧ 大規模な精米施設とそれを見守る作業員
（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）

⑩ 仏像の村の工房で作業する職人
（コンポントム州、2016 年 3 月筆者撮影）

⑨ ヨーロッパに向けて輸出される米袋（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
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